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▲住民奉仕に寄与する人材育成の充実を

▲改修工事が予定される図書館

河野  照代

奥田  俊則

問　

職
員
の
政
策
形
成
能
力

を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

町
長
の
人
材
育
成
へ
の
熱
い

思
い
と
固
い
決
意
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
ま
た
職
員
の

マ
イ
ン
ド
に
も
火
が
点
っ
て

い
な
い
限
り
真
の
自
治
体
改

革
は
実
現
で
き
な
い
と
考
え

る
。

　

平
成
22
年
か
ら
こ
れ
ま
で
、

町
の
将
来
を
見
据
え
た
第
４

次
行
政
改
革
大
綱
に
関
し
て
、

職
員
人
材
育
成
に
様
々
な
質

問
と
提
言
を
行
っ
た
が
、
町

は
今
日
ま
で
職
員
の
意
欲
が

高
揚
す
る
人
材
育
成
方
針
の

確
立
を
さ
れ
た
の
か
。

問　

町
の
公
共
施
設
の
多
く

は
更
新
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

小
中
学
校
の
教
育
施
設
や
道

路
、
橋
は
順
次
改
修
を
実
施

し
て
い
る
が
、
他
の
公
共
施

設
の
対
策
と
現
状
は
。

答　

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
期
間
は
、
建
物
の
標

準
的
な
更
新
頻
度
を
考
慮
し

て
30
年
を
計
画
期
間
と
す
る
。

図
書
館
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

本
年
度
改
修
。
コ
ミ
セ
ン
は

外
壁
や
防
水
な
ど
の
補
修
が

必
要
な
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
は

改
修
の
設
計
を
行
う
。
役
場

第
１
庁
舎
は
今
後
も
改
修
工

一

般

質

問

新政会

新政会

将来を見据えた人材育成を

公共施設などの老朽化対策は

「人材育成方針」を策定

今年度中に管理計画を策定

浅原理事

浅原理事

▲支援が必要な方にはヘルプカードを

大瀧  金三

宮宅　良

問　

全
国
的
に
認
知
症
高
齢

者
の
徘
徊
に
よ
る
行
方
不
明

や
交
通
事
故
や
、
事
件
に
遭

う
な
ど
の
事
案
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
老
老
介
護
に
疲
れ

て
殺
害
し
た
と
の
不
幸
な
事

件
も
あ
り
ま
し
た
。
町
と
し

て
徘
徊
の
早
期
発
見
や
、
安

心
見
守
り
な
ど
の
対
策
は
。

答　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
町
地
域
自
立

支
援
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

福
祉
グ
ル
ー
プ
や
協
議
会
の

窓
口
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
。

６
月
１
日
か
ら
あ
ん
し
ん
キ

問　

住
宅
街
に
あ
る
野
添
北

公
園
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で
ホ

タ
ル
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、

生
物
の
生
息
空
間
と
い
う
意

味
で
あ
る
が
、
人
と
環
境
の

調
和
は
町
の
魅
力
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
車
い
す
や
ベ
ビ

ー
カ
ー
で
は
、
出
入
口
に
杭

が
あ
る
た
め
、
観
賞
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

多
く
の
方
が
観
賞
で
き
る
よ

う
に
整
備
す
べ
き
で
は
。

答　

自
然
環
境
で
の
ホ
タ
ル

育
成
を
目
的
に
整
備
を
し
た

た
め
に
、
人
々
の
出
入
り
な

ー
ホ
ル
ダ
ー
登
録
事
業
を
開

始
し
て
い
る
。
７
月
よ
り
認

知
症
高
齢
者
な
ど
の
見
守

り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
運
用
も
開
始
予
定
で
あ
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、

あ
ん
し
ん
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の

効
果
も
合
わ
せ
て
継
続
検
討

す
る
。

災
害
廃
棄
物
の
処
理
計
画
は

今
後

調
査
研
究
し
て
い
く

福
田
理
事

問　

東
日
本
大
震
災
や
関

東
・
東
北
豪
雨
、
広
島
土
砂

災
害
、
熊
本
地
震
な
ど
膨
大

な
廃
棄
物
を
も
た
ら
す
大
規

模
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て

い
る
。
予
期
せ
ぬ
大
災
害
に

備
え
た
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
の
策
定
は
。

答　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

は
、
必
要
処
理
量
の
把
握
や

仮
置
場
の
確
保
、
発
生
し
た

災
害
の
状
況
に
応
じ
た
処
理

フ
ロ
ー
の
構
築
な
ど
、
項
目

が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

計
画
策
定
の
た
め
に
は
、

災
害
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

専
門
的
な
情
報
や
知
識
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

一

般

質

問

公明党

政風会

認知症高齢者の徘徊対策は

ホタル観賞の整備は

ＧＰＳ活用など継続検討

生態系を守る中で検討

町　長

町　長

ここを　  うここを　  う問問町政

事
が
必
要
で
あ
る
。
福
祉
会

館
は
老
朽
化
調
査
を
実
施
す

る
。
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ

ー
は
雨
漏
り
な
ど
の
原
因
調

査
を
実
施
す
る
。
水
道
施
設

は
老
朽
化
対
策
の
優
先
順
位

を
設
定
し
、
更
新
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

道
路
と
通
学
路
の
安
全
策
は

改
善
に
向
け

取
り
組
む

赤
田
理
事

問　

町
道
浜
幹
線
や
今
後
予

定
の
道
路
整
備
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
へ
の
ス
ク
ー
ル
ゾ

ー
ン
の
交
通
安
全
対
策
は
。

答　

町
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
通
学

路
安
全
推
進
会
議
で
危
険
箇

所
の
現
状
確
認
と
対
策
を
検

討
し
、
改
善
に
取
り
組
む
。

問　

町
道
浜
幹
線
か
ら
入
る

生
活
道
路
の
安
全
対
策
は
。

答　

今
後
も
生
活
道
路
の
安

全
性
向
上
に
努
め
る
。

問　

南
小
通
学
路
の
豪
雨
時

の
抜
本
的
な
安
全
対
策
は
。

答　

通
学
路
が
私
有
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
難
し
い
が
、
雨

水
が
流
れ
や
す
い
よ
う
に
維

持
管
理
に
努
め
る
。

答　

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
人
事
評
価
の
試

行
を
踏
ま
え
、
原
案
を
精
査

し
今
年
度
中
に
公
表
す
る
。

問　

正
規
職
員
の
採
用
は
、

災
害
時
の
危
機
管
理
の
視
点

か
ら
男
女
比
率
、
町
内
や
近

隣
３
市
１
町
か
ら
の
人
員
確

保
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

採
用
の
受
験
資
格
は
地

方
公
務
員
法
で
平
等
取
扱
い

の
原
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

性
別
や
居
住
地
に
よ
り
採
用

の
決
定
は
で
き
な
い
の
で
、

災
害
時
の
初
動
体
制
確
立
の

た
め
に
、
要
員
確
保
の
観
点

か
ら
町
の
広
報
や
回
覧
板
に

よ
り
、
町
内
の
優
秀
な
人
材

の
採
用
に
努
め
て
い
る
。

問　

近
年
の
職
員
の
大
量
退

職
の
影
響
は
職
員
配
置
転
換

に
即
、
直
結
す
る
と
思
わ
れ

る
。
今
後
そ
れ
に
対
応
す
る

人
材
育
成
の
策
は
あ
る
の
か
。

答　

長
年
勤
務
し
て
き
た
経

験
豊
富
な
退
職
職
員
を
活
か

し
、
再
任
用
制
度
の
適
切
な

運
用
を
通
じ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
継
承
し
、
今
後
を
担
う

職
員
の
人
材
育
成
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▲安らぎと感動をありがとう

ど
に
は
配
慮
し
て
い
な
い
構

造
で
あ
る
。
今
後
、
現
状
の

生
態
系
を
守
る
こ
と
に
重
点

を
置
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

空
き
家
の
福
祉
的
活
用
を

合
致
さ
せ
る
施
策
を

検
討

町
長

問　

障
が
い
の
あ
る
方
の
居

場
所
や
作
業
所
な
ど
に
、
地

域
の
空
き
家
を
利
活
用
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
方
と
接
す

る
機
会
を
増
や
し
相
互
理
解

を
深
め
る
べ
き
。
誰
か
を
排

除
す
る
の
で
は
な
く
、
誰
も

が
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
社

会
を
希
求
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
空
き
家
を
居

場
所
や
作
業
所
な
ど
に
、
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方

へ
の
支
援
は
。

答　

本
年
度
策
定
す
る
空
き

家
等
対
策
計
画
に
お
い
て
は
、

個
人
間
の
自
由
取
引
を
原
則

と
し
な
が
ら
、
空
き
家
所
有

者
な
ど
の
意
向
と
、
空
き
家

を
活
用
し
た
い
住
民
の
需
要

を
合
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
施
策
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
質
問

▼
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
対
策

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
活
用
を


